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(践的)持久的トレーニングを行った場合、その
効楽には綿入援がみられる。この{鶴入楚に遺伝的姿
i設が関与していることは紛らかとなっているが、ど
のような逃伝子が関与しているかについては、ほと
んど明らかにされていないα そこで我々は、この遺
伝子を探るべくミトコンドリア DNA.(mtDNA)に殺
践したa ねltDNAは、呼吸鎖の欝潔援合体サブユニッ
ト毒事をコードしている滋伝子コード領域と、 mtDNA
の緩緩や転写の鈎始点を含むコントロー)1;鍛域を持
つ。さらに mtDNA.は、{国人間において、その滋，築費2
3丸jが非常'に換なるという多裂の特徴を持っている e
この塩基続安lj全てを綿入で比較していくことは、方
法j論的iこ関線であるため、今鶴は、澄伝子コード綴
域の多裂を反映しているミトコンドリア酸化能力を
拠淀した。そして、持久的トレ…ニングによる効果
の大小でそれを比較し、遺伝子コード綴域の多裂が、
トレ…ニング効巣の錨人法と鋳巡しているかどうか
を換言せした@
(方法)各{潜入の mtDNAを反映していると考えら
れるミトコンドリアを作成するため、各被検者のi怠
小紋(核 DNAを持たない)と mtDNAを持たないρ
O-HeLa綴Jft2を磁合させた@この議室合締飽(サイブリ
ッド〉は、 ρO-HeLa線路の;核 DNAを持ち、被検華雪崩
~その mtDNA を持つことになる。サイプリッドを 2 ヶ
月関培養すると、そのミトコンドリアは、各鶴人の
mtDNAを反映した能力を持つα このサイブリッドを
用い、 トレーニング効5誌の大小において、ミトコン
ドリアの駿化能力を比較したe ミトコンドリア酸化
能力として、サイブリッドの綾誘導務蓄を議および cox
1毒性を瀦定した.
持久的トレーニングは密転車工ルゴメータにて、 8
週間、選 3-4器、 1E 1待問、 70先V02出獄の負荷で
行った。また、 トレーニング効泉の指機として、ト
レーニング前後で VQzmaxを澱定した。
(結果)8遊間の持久的トレーニングによ号、
VOzmaxは平均 16%の脊J設な矯加を禾した。この
VOzmaxの増加本は、最も抵い人で 3.7%、最も務い
人で 54.7%であり、かなりの鑓人撃がみられた命
VOzrnaxの土器加棋が、平均の lSD以下であった畿検
者を Lowj許t，lSD以上であった被検者を日igh群とし
たg この 2群部のサイプリッド駿紫務費滋およびcox
活性を話題定したところ、 2群{穏に有窓な盤は認められ
なかった。
(まとめ}今関の結楽は、トレーニング効薬の大
小により、 mtDNAの多喜まそ反事長するサイブリッ!との
ミトコンドリア酸化能力に援がないという結楽であ
ったe 今後は、この rntDNAの多選とトレーニング効
果の大小の輿孫をより境らかにするために、音色の襲撃
議活性的溺定、および、 mtDNAのコントロール綴域
における多裂との務速も披露せする必擦がある@
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